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本学の入試「総合型選抜（ポテンシャル発見）」を受験するには、オープンキャンパスの「ポテンシャル発見プロ

グラム」もしくは「Web ポテンシャル発見プログラム」に参加する必要があります。 

※このチャレンジシートは、総合型選抜（ポテンシャル発見）への出願時に提出してください。 

 

◆ポテンシャル発見プログラムでは、大学の先生からアドバイスを貰いながら、以下の①②を記入し、入試当日の

プレゼンテーションの準備をします。 

 

プレゼンテーションのテーマ：あなたの長所をのばして（あるいは、人柄を活かして）、今後どのようなことにチャ

レンジしたいですか。 

 

① あなたの長所・人柄（人から言われていることでも可）とその理由（エピソードでも可）を記入してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ➀で記入した、あなたの長所をのばして（あるいは、人柄を活かして）、今後「どのようなことにチャレンジし

たいか」を記入してください。 

 

 

 

 

 

 

◆プレゼンテーションの方法は決まっていますか。 

プログラム参加中に（可能であれば）大学の先生に相談しておくと、余裕をもって準備ができます。 

 

◆総合型選抜（ポテンシャル発見）の選考日当日に向けて、このチャレンジシートを元にプレゼンテーション準備

をしましょう。ご希望される場合は、再度プログラムに参加し、大学の先生の指導を受けることもできます。 

<受験生のみなさんへ＞ 

仕上げる際に、書き方の
例を参考にしてください 

 私の長所は、後輩の面倒見がよく、人の話をしっかりと聞けることです。中学・高校と●●部の副部長を

務めており、後輩が困っているときには、積極的に相談にのったり、部長からも「○○さんには相談しやす

い」と言われたりすることが何度かありました。・・・（つづく） 

 

＜ポイント＞長所を先に書き、そのあとにその理由やエピソードを書いてみましょう。 

 私の長所である「面倒見のよさ」と「人の話をしっかりと聞けること」を活かして、今後は積極的に小学

校のボランティア活動に参加して、子どもたちの思いに寄り添えるようになりたいです。そのためには、大

学に入学してから、●●を経験したり、・・・（つづく） 

 

＜ポイント＞自分の「長所や人柄」を織り交ぜながら「チャレンジしたいこと」が書けているかをチェック

してください。 
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氏     名：                     

＜出願までに記入してください＞ 

◆本学または本学科・専攻の学び（オープンキャンパスや大学パンフレット、大学ホームページなど）も参考

に、志望理由を記入してください。 

※この書類は、総合型選抜（ポテンシャル発見）への出願時に、他の出願書類とともに提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出願時に必ず記入してください＞ 

◆入試でのプレゼンテーションの際には、制作物を持ち込むこともできます（制作物を使わなくてもかまいません。詳細は、入試ガイ

ドをご確認ください）。 

◆Microsoft Office PowerPoint で作成した制作物（データ）を試験場で貸し出すノートパソコンを使い、スクリーンに映して説明する

ことを希望される方は、下の記入欄の「使用する」に丸をつけてください。 

制作物を使わない方・PowerPoint 以外の制作物を使う方・受験者自身のノートパソコン等を使って説明する方は「使用しない」に

丸をつけてください。 

 

 

 (注 1)「使用する」に丸をつけた方は、インターネット出願特設サイトから出願登録した後、PowerPoint のファイルをメールで提出

してください。メールの題名は「プレゼンテーション資料」とし、本文に「氏名、出身高等学校名」を記入してください。 

   提出先メールアドレスは【nyushi-soudan@tamateyama.ac.jp】です。 

(注 2) Microsoft Office PowerPoint のバージョンにより、作成時と試験当日の画面表示が異なる可能性があります。 

使用する 使用しない 

 

私が●●学科を志望する理由は、子供たちと関わることが好きで、将来、○○の資格を取得して保育園で働

きたいと思っているからです。関西福祉科学大学では、○○の授業が充実しているとオープンキャンパスでう

かがい、・・・（つづく） 

＜ポイント＞志望理由を先に書き、そのあとにその理由に関する経験やエピソードを書いてみましょう。 

 

 


